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の6症17Hこ，正常ヒト末棺リンパ球より千葉大学医学部
放射線医学教室で製造した豆ロ司IFN・αを用いて，低線
量放射線療法との併用を検討した。その結果， 4症例に
著明な併用効果を認めた。また Hu-IFN-α 投与時の 
NK活性と PHAによるリンパ球の S.I誌ほぽ持関し
て変動した。さちに担癌体には Hu-IFN-α の NK細胞
への作用を阻止する Inhibitorの存在することが示唆さ
れた。 
43.高齢者 (70歳以上)手術韮椀の検討 
0増田益功，スワンディ 'K，鈴木一郎
大野了，伊藤力 (国立千葉)
昭和51年 1月より同56年4月までの罰に， 70歳以上の
高齢者手術246併を行った。?肖イ乞器系悪性疾患121倒 (49
弘)，沼化器系良性疾患 83例 (34払)，消化器以外42例 
(17%) であった。衝後合併症では呼吸器障害 (17剖， 
6.9%)，循環器醸害 (15例， 6.1%)が多いが，術後老人
性精神璽害を 5例 (2%) ~こ認めた。合併症による死亡
例は 7伊tl(2.8%)と比較的少なかったが，老人特有と患
われる経過が2新1(創部蜂寵識炎，鋳後老人性精神障害
に続発した誤飲性肺炎)あった。 
4.軽井沢町における胃集換の現況 
0横山正之，干見寺議(町立軽井沢〉
笠井妥稜 (長野県立須坂)
軽井沢町では過去10年間の間接X線撮影による胃集検
にかわって，昭和55年より成人病を対象とする総合健診
の一環として亘接X線接影による胃集検を行った。その
結果，要請検率は過去10年間の23.0%から13.5%へと著
嘆に抵下し，診断成緩は胃護蕩17例 (2.5%)，胃ポリー
プ4剖 (0.6%)，胃癌 2倒 (0.3%) と向上した。しか
し，精検受診率は内視鏡を中心とする精検方法のため
か，過去の98.8%から86.1%へと低下した。 
45.東京都のがん検診の現状と背景
西宮権(東京都がん検診センター〉
最近5年間の当センターの胃集検受診者 172，31'3人多
発見胃蓮356人 (0.21%)，早期癌184人 (51.7%λ 周期
子宮癌集設受診者84，403人，発見頚癌174入 (0.20%)上
皮舟茜109人 (62.6%)体癌7人である。
東京都の訂正死亡率は胃癌(男〉泣昭和35年の53.8を
ピークに昭和54年には 32_0と低下， (女)も昭和30年の 
35.0かち54年は19.7と抵下している。子宮癌も昭和25年
の18.0から54年の5.4と 1/3以下になり，肺癌，手L癌は増
加しつつある。 
46. CむSAの使馬経験
。樋口道雄，古山信暁(千大・手術部〉
千葉大学手祷部で辻， 1981年 3月に Cavitronultraso-
nic surgical aspirator (CUSAと略す)を購入し， 9月
末日までに 28伊jに~用した。症例は肝境徐16部，ヲンパ
節郭清7例，その地5例である。本装置を使用すること
により，脈管の露出など手街操作が安全容易とな予，出
血量の減少と手術持関の短縮ができて極めて存用である
が，線雑化されている脈管の選択が出来ないこと，又高
値であることなどが欠点である。 
47. EEAの使男経験について 
0高井讃，丸山卓治，小謡五郎
)1[村健児，高榛誠，小野和員立
小抱正造，正罷?専，林田亘樹
〈松戸市立〉
食道寵，食道静寂癌，胃癌，直腸癌等の過大震襲例に
対して EEA吻合を14例に試みた。成績は 9例に成功
し， うち 1伊tlfこ縫合不全を認めたが致命的には至らなか
った。不成功に襲った 5例は，いずれも操作不噴れに起 
こ経過した。本法i虞諜/1因するもので，手縫い法に切替え
は十分な注意を払いつつ使用すれば，初心者にも賓利で
手術時間の短縮に有用である一方，従来の手縫い法にも
習熟していないと思わぬ落し穴にはまる危険もある。 
48.腹部外科における超音波診断法の応用(第2報〉
岩瀬亀夫〈柏戸病読〉 
55年 3月から56年10A迄に，延べ1，110件766例の援部
超音波検査を行った。検査に伴う苦痛，副作用がえEいた
め，腹部疾患のスクヲーニングや，肝担道系疾患の経過
観察に存用であった。又，穿利用探敬子に交換して， 
PTC，PTCDが安全に出来るように主った。この間に
発見された盟石症は110担jで，手術されたものは， 30例， 
27.3%であった。肝細胞癌，胆石症，s専破裂による痩陸
内大量出血，好転移等の症例を供覧した。 
49. マイコプラズマによる横際性脊髄炎の 2例
久野恒一(協和中央病院〉 
Mycoplasma pneumoniae感染症に脊髄炎を合併する
ことは，きわめて議である。今迄の報告例は本邦で 2例
